
 東武東上線連続立体化調査特別委員会資料 

令 和 ２ 年 １ ０ 月 ２ 日 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

東武東上線連続立体化調査特別委員会  

活動報告（骨子案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



 

  

 

 

 

【目次】 

 

１ 付託調査事件・・・・・・・・・ Ｐ 

２ 建議理由・・・・・・・・・・・ Ｐ 

３ 活動方針・・・・・・・・・・・ Ｐ 

４ 重点調査項目・・・・・・・・・ Ｐ 

５ スケジュール・・・・・・・・・ Ｐ 

６ 調査経過・・・・・・・・・・・ Ｐ 

７ 提言・・・・・・・・・・・・・ Ｐ 

８ 委員構成・・・・・・・・・・・ Ｐ 

 

 

 

 

 

 

 



東武東上線連続立体化－1 

 

１ 付託調査事件 

 

東武東上線連続立体化に関する調査 

 

２ 建議理由 

東武東上線は、沿線の広い範囲にわたり、通勤・通学など区民の足として重要

な役割を果たしている。しかし、区内にある 36 か所の踏切のほとんどが、ピーク

時一時間あたりの遮断時間が 40 分以上のいわゆる「開かずの踏切」であり、これ

らの踏切は、交通渋滞の発生や踏切事故の危険性、市街地の分断など、まちの魅

力低下の一因となっている。 

東京都は、平成 16 年に「踏切対策基本方針」を策定し、この方針の中で、都内

の 20 区間を鉄道立体化の検討対象区間とし、区内では大山駅付近、ときわ台駅か

ら上板橋駅付近の２区間を検討対象区間に位置付けた。また、大山駅付近につい

ては、平成 30 年 12 月に、大山駅付近の連続立体交差化計画等の都市計画案の説

明会が開催されるなど、都市計画案についてさまざまな議論が行われている。 

板橋区議会も、東武東上線における大山駅付近の立体化の早期実現と、大山駅

付近以外の区間も含めた連続立体化の実現、東上線沿線の安全対策の推進を目指

し、平成 29 年５月に東武東上線連続立体化・沿線安全対策調査特別委員会を設置

し調査を進めてきた。 

しかしながら、大山駅付近に関しては、立体化に向けた取組みが始まったもの

の、板橋区の悲願である東武東上線の区内全線立体化については、ときわ台駅か

ら上板橋駅区間が検討対象区間に位置付けられているとはいえ、事業化の見通し

は立っていない。また、上板橋駅以降の区間の立体化に関しては、区は長期的な

視点で全線の立体化を目指すとしているものの、何の位置付けもなされていない。 

毎年発生している踏切事故を防止し、地域分断の解消を進める上でも、現在立

体化に向けて動き出している大山駅付近以外の、区内全線立体化に向けた検討を

行い、将来に向けた確実な歩みを進めることが必要である。 

また一方で、全線立体化には長い年月を要すことも事実である。立体化実現ま

での間における踏切構造の改良や立体横断施設の設置など、より一層の安全対策

も求められている。 

議会としては、東武東上線の区内全線立体化の実現を目指した課題を調査し、

将来の板橋区の安全性向上・地域分断の解消に向けた議論を行うとともに、立体

化実現までの間における踏切の安全対策を推進し、区民・利用者の安心・安全を

目指した調査を行う必要がある。 

 

 

令和元年度第１回臨時会で特

別委員会の設置を建議した際
の付託調査事件を記載する。 

令和元年度第１回臨時会で特
別委員会の設置を建議した際
の建議理由を記載する。 
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大山駅付近を除いた東武東上線区内全線立体化に向けた施策の推進及び踏切の

安全対策の推進に向けて調査・提言を行う。 

 

 

４ 重点調査項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 活動方針 

１ 中板橋駅～上板橋駅区間の連続立体化に向けた取組 

２ 下板橋駅及び上板橋駅～成増駅付近の連続立体化に向けた取組 

３ 踏切の安全対策の推進に向けた取組 

令和元年度第２回定例会で決

定した本委員会の活動方針を
記載する。 

令和元年度第２回定例会で決
定した重点調査項目を記載す

る。 
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決定した活動方針・重点調査項目をもとに令和元年第３回定例会の特別委員会

で２年間の調査スケジュールを以下のとおり決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ スケジュール 
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６ 調査経過 

 

<令和元年度> 

開催年月日 調 査 事 項 等 

令和元年 

５月 23 日 

議 題 

・正副委員長等の互選について 

６月 17 日 
報告事項 

・東武東上線の立体化と踏切について 

10 月４日 

視 察 

・跨線橋・地下道について 

議 題 

・跨線橋・地下道の検討状況と跨線橋の利用率について 

12 月 10 日 
議 題 

・踏切の安全対策に関するメニューについて 

令和２年 

１月 15 日 

視 察 

・駅舎の橋上化について 

２月 25 日 

議 題 

・１月 15 日に行った行政視察について（駅舎の橋上化について） 

・東武東上線の「ときわ台駅～上板橋駅付近」及び「中板橋駅付近」の現状と 

 立体化に向けた考え方について 
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<令和２年度> 

開催年月日 調 査 事 項 等 

令和２年 

５月 25 日 

議 題 

・正副委員長等の互選について 

６月 15 日 

議 題 

・東武東上線の「下板橋駅付近」及び「上板橋駅付近～成増駅付近」の現状と

立体化に向けた考え方について 

10 月２日 

視 察 

・狭小な踏切について 

議 題 

・活動報告（骨子案）について 

12 月８日 

《想定案》 

議 題 

・            

・活動報告（案）について 

令和３年 

２月 22 日 

《想定案》 

議 題 

・要望書の提出について 

・活動報告（最終案）について 

・委員会の結了について 
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７ 提言 

特別委員会として決定した提言項目に関して、まとまった提言は以下のとおりである。 

重点調査項目１ 中板橋駅～上板橋駅区間の連続立体化に向けた取組  

背景・課題 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ ○○○○について 

 （１）○○○○○○について 

【○○○○○○】 

● ○○○○○○○○○○○ 

 

● ○○○○○○○○○○○ 

 

Ⅱ ○○○○について 

 （１）○○○○○○について 

【○○○○○○】 

● ○○○○○○○○○○○ 

 

● ○○○○○○○○○○○ 

  

委員意見概要等から委員会として合意
し、提言する内容を箇条書きで記載す
る。 

個別の内容ではなく、総論として提言す
る内容を記載する。 
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重点調査項目２ 下板橋駅及び上板橋駅～成増駅付近の連続立体化に向けた取組  

背景・課題 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ ○○○○について 

 （１）○○○○○○について 

【○○○○○○】 

● ○○○○○○○○○○○ 

 

● ○○○○○○○○○○○ 

 

● ○○○○○○○○○○○ 

 （２）○○○○○○について 

【○○○○○○】 

● ○○○○○○○○○○○ 

 

● ○○○○○○○○○○○ 

 

● ○○○○○○○○○○○ 

個別の内容ではなく、総論として提言す
る内容を記載する。 

委員意見概要等から委員会として合意

し、提言する内容を箇条書きで記載す
る。 
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重点調査項目３ 踏切の安全対策の推進に向けた取組  

背景・課題 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ ○○○○について 

 （１）○○○○○○について 

【○○○○○○】 

● ○○○○○○○○○○○ 

 

● ○○○○○○○○○○○ 

 

● ○○○○○○○○○○○ 

 （２）○○○○○○について 

【○○○○○○】 

● ○○○○○○○○○○○ 

 

● ○○○○○○○○○○○ 

 

● ○○○○○○○○○○○ 

 

個別の内容ではなく、総論として提言す
る内容を記載する。 

委員意見概要等から委員会として合意

し、提言する内容を箇条書きで記載す
る。 
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８ 委員構成 

 ＜令和元年度＞ ＜令和２年度＞ 

委 員 長 佐々木としたか 佐々木としたか 

副委員長 吉 田 豊 明 荒 川 な お 

理事委員 

田中 やすのり 中村 とらあき 

いしだ 圭一郎 し ば 佳代子 

高 沢 一 基 高 沢 一 基 

委 員 

高 山 しんご 高 山 しんご 

中村 とらあき しのだ つよし 

しのだ つよし 田中 やすのり 

し ば 佳代子 いしだ 圭一郎 

五十嵐 やす子 五十嵐 やす子 

かなざき 文子 かなざき 文子 


